
〇県内建設就業人口の減少が深刻（若者の建設業離れと就業者の高齢化）
〇60歳以上の建設従事者は全体の３割弱を占めており、１０年後にはその大半が引退することが見込まれる。
〇建設業の高卒就業者（全国）は、その約５割弱が３年後に離職している。

建設業の担い手確保について

現 状

出典：総務省「国勢調査」

少子高齢化によって生産労働人口が減少していく中、建設業の担い手を確保するには、求人活動の促進は
もとより、建設業の労働環境改善（特に若者や女性が活躍しやすい環境整備）、建設現場の生産性向上な
どの働き方改革が急務となっている。
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出典：三重県「毎月勤労統計調査」

②労働時間

入
職
・
定
着
へ
の
取
組

・週休２日制工事の
推進

・施工時期の平準化
・ICT活用工事の促進

・最新の実勢価格を
設計労務単価へ迅速
に反映

・建設キャリアアップ
システム（CCUS）
の活用等

・現場見学会
・出前授業
・女性技術者と
女子学生の交流会など

休日の確保 ⾧時間労働是正 処遇改善魅力発信

出典：「厚生労働省」就労条件総合調査

＜＜若年就業者の主な離職理由＞＞
①自分がやりたい仕事とは異なる内容だったため
②休日・休暇・労働時間の条件が悪かった
③賃金の条件が良くなかったため
④キャリアアップするため

入職・定着しない原因

（生産性の向上）

しっかりと建設業の魅力を発信出来るようSNSを活用するとともに、コロナ禍におい
ても参加者の分散などにより三密を回避しながら感染防止対策を徹底し、
「現場見学会」「出前授業」「女性技術者と女子学生の交流会」などを開催します。

令和3年度
魅力発信の取組

367時間

出典：独立行政法人 労働政策研究・研修機構
第２回若年者の能力開発と職場への定着に関する調査

・建設業のやりがいや
魅力が伝わっていない。

・入職前のイメージと実際の
業務とのギャップがある。

①建設業への理解
建設業への理解不足による
ミスマッチ。

・適切な賃金水準の
確保が必要。

・キャリアアップを
していく制度が無い。

③④技能労働者の処遇
身に着けた能力や経験に
応じた処遇が無い。

②休日の状況
完全週休二日の導入率は
全産業に比べ１０％以上低い。

県内建設業の年間総実労働時間
は全産業に比べ年間３００時間
以上多い。
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建設業 魅力発信事例

事例② 事業効果PR看板

事例③ HP・Twitter事例① 現場見学会

ダムで洪水が
防げるんだ！

ドローン操作説明

地元中学生

小学校屋内運動場
建築現場見学
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